
今
回
は
、
発
願
か
ら
祖
書
普
及
期
成
会
の
組
織
・
校
訂
作
業
の

準
備
段
階
ま
で
の
様
子
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
事
業
は
近
代
日
巡

思
想
展
開
の
上
で
大
き
な
基
礎
を
形
成
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し

か
も
加
藤
文
雅
の
他
に
も
、
当
時
武
見
日
恕
を
中
心
と
す
る
御
遺

文
編
纂
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
事
業
は
当
初
わ
ず
か
一
年
で
完
了
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
笑
際
に
は
足
掛
け
三
年
の
歳
月
を
費
や
し
明
治
三
十
七
年
八

月
に
刊
行
さ
れ
、
非
常
に
短
期
間
の
内
に
綿
密
な
校
訂
作
業
ま
で

行
お
う
と
し
た
た
め
様
々
な
問
題
が
生
じ
た
こ
と
は
十
分
に
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
精
力
的
に
行
わ
れ
た
大
事
業
の
苦
心
や
意
義
が
忘
れ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
背
景
に
つ
い
て
今
後

と
も
考
察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

上
総
七
里
法
華
地
域
に
ゐ
け
る

十
ケ
村
題
目
講
に
つ
い
て

岩

諦

葡t

田

八
一
〉
、
こ
こ
で
い
う
十
ヵ
村
と
は
、
日
什
上
人
門
流
の
日
泰

上
人
ハ
一
四
三
二
ー
一
五

O
六
）
に
帰
依
し
、
領
内
に
法
華
宗
改

宗
令
を
出
し
た
土
気
城
主
酒
井
定
隆
の
居
城
の
あ
っ
た
土
気
に
隣

接
す
る
村
々
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が
縁
有
っ
て
入
寺
し
た
、
千
葉

市
大
木
戸
町
の
宝
光
山
善
徳
寺
に
お
い
て
平
成
元
年
四
月
十
日
に

十
カ
村
題
目
講
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
題
目
講
は
現
在
六
幅
の
御
受

茶
羅
本
尊
を
護
持
し
、
四
月
十
日
、
七
月
十
日
、
十
一
月
十
日
の

年
三
回
の
識
を
開
い
て
、
十
カ
村
を
三
年
一
回
の
割
合
で
循
環
し

て
い
る
。
そ
の
内
の
二
幅
は
宝
暦
四
年
と
享
和
三
年
の
も
の
で
、

あ
と
は
新
し
く
明
治
以
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
元
文
法
難
後
ま
も

な
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
講
の
性
格
に
つ
い

て
二
幅
の
本
尊
を
手
が
か
り
と
し
て
以
下
に
考
え
て
み
よ
う
と
思

A
ノ
0
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〈
二
〉
、
こ
の
講
が
護
持
す
る
六
幅
の
本
尊
と
は
以
下
の
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
〉
二
月
日
。

妙
満
寺
一

O
一
世
、
権
僧
正
日
瑞
（
本
光
院
寿
源
日
瑞
〉
。
南
無

日
蓮
日
什
大
聖
人
と
勧
請
。
十
ヵ
村
講
中
一
結
。

ω享
和
三
年

（
一
八

O
三
〉
正
月
二
十
八
日
。
妙
満
寺
一
五
八
世
日
晃
（
恵
照

〔
性
〕
院
是
妙
日
晃
三
善
勝
寺
二
十
七
世
。
南
無
日
蓮
大
菩
薩
、

南
無
日
什
大
聖
師
、
日
義
日
仁
日
連
と
勧
請
。
上
総
国
市
原
郡
山

辺
郡
、
捨
箇
村
構
中
一
結
。

ω明
治
八
年
五
月
日
。
妙
満
寺
権
少

教
正
日
鵜
〈
二
百
四
十
九
世
、
幸
安
院
日
韓
〉
。
十
カ
村
高
人
捕



中。

ω明
治
十
年
九
月
日
。
妙
満
寺
少
教
正
日
桓
（
二
百
五
十
一

世
、
二
百
五
十
六
世
再
選
、
真
浄
院
日
桓
）
。
川
明
治
十
四
年
七

月
十
二
日
。
身
延
山
七
十
四
世
。
日
鑑
（
自
厚
院
議
研
日
鑑
、
飯

高
値
林
化
主
〉
。
上
総
国
市
原
郡
山
辺
郡
十
箇
村
構
中
。
川
大
正

四
年
五
月
七
日
。
日
什
末
流
大
僧
正
日
生
（
妙
満
寺
二
百
五
十
九

世
、
型
応
院
日
生
、
本
多
日
生
〉
。
旧
十
ケ
村
商
人
講
中
一
結
の

六
幅
で
あ
る
。

ω宝
暦
四
年
の
本
尊
は
、
大
綱
蓮
照
寺
十
八
世
か
ら
本
山
妙
満

寺
へ
晋
山
し
た
日
瑞
上
人
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
尊
は
元
文
法

難
（
元
文
三
年
・
四
年
、
一
七
三
八

l
一
七
三
九
）
か
ら
十
五
年

後
の
も
の
で
あ
る
。

ω享
和
三
年
の
本
尊
は
、
土
気
善
勝
寺
二
十

七
世
ハ
た
だ
し
日
巡
宗
事
典
は
二
十
八
世
）
か
ら
妙
満
寺
へ
晋
山

し
た
日
晃
上
人
の
も
の
で
あ
る
。
元
文
法
難
か
ら
六
十
四
年
後
の

も
の
で
、
宝
麿
四
年
か
ら
四
十
九
年
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本

尊
の
下
段
に
、
こ
こ
で
い
う
十
ケ
村
の
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

ω大
椎
村
（
現
在
千
葉
市
大
椎
町
〉
、

ω板
倉

村
（
同
板
倉
町
〉
、

ω小
山
村
（
同
小
山
町
〉
、

ω大
沢
村
（
茂
原

市
大
沢
）
、
同
金
剛
地
村
（
市
原
市
金
剛
地
〉
、
川
奈
良
村
（
同

奈
良
〉
、
川
国
吉
村
〈
同
東
国
土
同
〉
、
川
高
倉
村
（
岡
高
倉
〉
、

川
越
智
村
（
千
葉
市
越
智
町
）
、
側
大
木
戸
村
（
同
大
木
戸
町
〉

で
あ
る
。

蓮
照
寺
・
善
勝
寺
は
常
源
院
日
進
ハ
行
信
、
一
六
九
八
｜
一
七

六
七
〉
師
の
在
家
中
心
の
内
証
題
目
識
の
信
仰
者
た
ち
を
寺
方
に

背
く
も
の
と
し
て
幕
府
に
訴
え
た
側
の
寺
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は

寺
方
の
僧
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
本
尊
を
護
持
し
て
い
る
講
中
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
日
瑞
上
人
の
本
尊

は
、
南
無
日
遊
日
什
大
型
人
と
勧
諦
し
、
日
晃
上
人
の
そ
れ
は
南

無
日
蓮
大
菩
薩
、
南
無
日
什
大
聖
師
、
日
義
日
仁
日
運
と
勧
誘
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
常
源
院
日
進
師
流
の
そ
れ
は
日
経
・

日
寿
・
日
尚
・
日
選
等
を
勧
誘
す
る
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
十
ケ

村
の
題
目
識
の
人
々
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ

ま
で
こ
の
講
中
は
村
の
大
き
な
家
で
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

内
証
で
行
っ
て
い
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
と
い
う
。

八
三
〉
、
こ
の
講
の
運
営
は
毎
年
四
月
十
九
日
金
剛
地
の
本
宮

寺
で
営
ま
れ
る
日
泰
講
の
役
員
会
で
決
定
さ
れ
る
習
わ
し
に
な
っ

て
い
る
。
宝
暦
・
享
和
の
本
尊
で
は
「
十
ケ
村
議
中
一
結
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
、
明
治
か
ら
の
は
「
十
ケ
村
寓
人
講
中
〔
一

結
〕
」
と
称
さ
れ
て
一
般
的
な
名
称
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
の
十
ケ
村
題
目
講
が
受
け
継
い
で
い
る
積
善
功
徳
帳
で
は

「
本
山
講
」
と
自
称
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
ケ
村
議
中
は
本

山
妙
満
寺
に
直
属
す
る
講
中
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
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八
四
〉
、
行
信
師
が
三
宅
島
で
延
享
五
年
に
書
い
た
「
四
十
一

ケ
条
式
目
」
に
よ
れ
ば
、
彼
の
内
証
題
目
講
中
の
信
者
は
、
正
五

九
と
二
季
彼
捧
と
御
命
講
（
お
会
式
〉
に
は
本
尊
を
供
養
す
べ
し

と
記
し
て
い
る
。
正
月
・
五
月
・
九
月
の
守
護
符
は
現
在
も
各
檀

家
へ
持
っ
て
行
く
。
二
季
彼
岸
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
前
半

ま
で
は
、
十
ケ
村
の
講
中
で
は
春
彼
岸
に
は
大
椎
長
興
寺
か
ら
、

秋
彼
岸
に
は
金
剛
地
本
宮
寺
か
ら
順
次
に
参
詣
し
て
い
た
と
い

よ
ソ
。
八
五
〉
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
十
ケ
村
講
中
は
、
行
信
等

の
内
証
題
目
識
の
人
々
を
幕
府
の
力
を
か
り
て
弾
劾
し
た
元
文
法

難
の
直
後
に
、
寺
方
で
あ
る
蓮
照
寺
・
善
勝
寺
等
に
よ
っ
て
新
し

く
構
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
表
の
題
目
講
」
の
一
つ
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
ま
だ
安
定
し
な
い
檀
信
徒
を

治
め
る
役
目
を
持
っ
て
、
寺
方
の
指
導
の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
本

山
講
で
な
か
っ
た
か
と
推
測
を
遅
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
略
注
）

『
毒
箭
』
に
み
る
思
想
と
信
仰野

文

琉

本
文
四
九
七
頁
、
年
譜
践
等
を
入
れ
て
五
三
二
頁
の
本
書
は
、

昭
和
二
四
年
九
月
一
七
日
、

B
級
戦
犯
と
し
て
巣
鴨
戦
犯
拘
置
所

で
絞
首
刑
に
な
っ
た
元
陸
軍
中
将
岡
田
資
氏
の
遺
稿
集
で
あ
る
。

昭
和
二
九
年
に
岡
田
資
遺
稿
刊
行
会
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
昭
和

三
二
年
に
再
刊
、
再
刊
時
に
「
法
華
経
と
現
代
」
と
い
う
副
題
が

付
さ
れ
た
。
こ
の
岡
田
資
氏
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
六
年
作
家
の

大
岡
昇
平
氏
が
「
な
が
い
旅
」
と
題
し
て
東
京
新
聞
朝
刊
に
、
そ

の
法
廷
闘
争
を
中
心
と
し
て
小
説
風
に
連
載
し
評
判
を
よ
ん
だ
。

し
か
し
、
大
岡
昇
平
氏
は
「
法
華
経
や
日
誕
の
教
義
に
つ
い
て
は

自
分
は
く
ら
く
、
中
将
の
遺
稿
も
難
解
な
の
で
、
岡
田
中
将
の
書

い
た
こ
と
で
は
な
く
、
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
」
と
し
て
岡
聞
資

の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
は
紹
介
す
る
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

岡
田
資
は
熱
心
な
法
華
経
信
仰
者
で
、
青
年
に
法
華
信
仰
を
説

く
こ
と
を
自
分
の
使
命
に
し
て
い
た
。
終
戦
後
、
東
海
軍
管
区
で

の

B
m搭
乗
員
の
処
刑
の
責
任
を
関
わ
れ
、
当
時
司
令
官
で
あ
っ

た
岡
田
は
横
浜
の
軍
事
裁
判
所
で
裁
か
れ
た
。
岡
田
は
こ
の
裁
判
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